
利用学習計画書 
 

平成２５年４月８日 

担当 第６学年 薗部 奈緒美 

１ ねらい 

  ・旧石器時代の仙台市近辺の自然の様子や旧石器時代の人々の暮らし方を知る。 

  ・石器作りの体験を通して、古代人の技術や知恵を実感し、歴史学習への関心を高める。 

 

２ 評価 

  石器時代の人々の暮らし方が理解できたか。（観察・ノート） 

 

３ 学習活動について 

社会科６学年  単元名「縄文のむらから古墳のくにへ」 

 小学校の歴史学習は主に縄文時代からであるが、土器以外にも発掘される様々な石器

から、縄文時代と重なる当時の生活の様子を想像したり、食べることが最大の課題で

あった暮らしについて考えさせたりする上で、地底の森ミュージアムの展示や体験学

習は有効であると考え、今回の学習活動を設定した。 

 

４ 事前指導 

（１）学習内容について 

     ・発掘された様々な石器の形状や用途、材料について考え、自分の考えを持た

せた。 

 ・農耕が始まる以前の人類の食料について考え、資料から考えさせる活動をし

てきた。 

（２）見学の仕方・体験学習について 

・展示品の見方、ノートへの記入の仕方、記入するときの生活科バッグの使い

方等 

・体験学習時の服装、作業内容について 

 

５ 当日の指導（活動）内容 

（１）見学学習 

・地下展示室解説付き見学  

・１階展示室自由見学 

（２）体験学習 

・石器作り    

 

６ 事後指導 

  資料を作成し、発表会を行う。 

仙台市立東宮城野小学校 



利用学習報告書 
 

平成２５年５月２日 

担当 第６学年 薗部 奈緒美 

１ 事後指導について 

（１） 実施日 

     平成２５年４月１９日～５月２日 社会科の授業 

（２）主な内容 

社会科の授業で、利用学習を通じて調べたことをもとに、新聞を作成した。 

 

２ 送付する資料 

児童生徒の作成資料…新聞（４枚分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


